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～先生方からのお勧めの本～ 第１弾！ 

 

 

今回、先生方からのお勧めの本を紹介してもらいました。先生方の本に対する思いが伝わってき

て、どの本にも興味が湧いてきます 。１冊をじっくり読むのもよし 、何冊もの本に挑戦してみるの

もよし、それぞれのペースで読書に挑戦してみませんか。また、これまで関わりの少なかった先生

とも、おすすめ本をきっかけにして会話を弾ませてもらいたいです。 

 

① 武村 まゆみ先生のお勧めは… 

「フラニーとズーイ」 

著者名：Ｊ．Ｄサリンジャー 

出版者：新潮社  

お勧めの理由 → あまりに知性的であるためうまく世界と関ることができない兄妹の話。サリン

ジャーのユーモラスな文体と、深い洞察が魅力です。 

 

② 岸部 雅峰先生のお勧めは…  

「負けかたの極意」 

著者名：野村克也 

出版者：講談社 

お勧めの理由 → 人は勝利から学ばない、敗者だけの特権がある。最後に勝つのはどういう人な

のか。それを教えてくれる一冊です。 

 

③ 関本 裕希先生のお勧めは…  

「フーガはユーガ」 

著者名：伊坂 幸太郎 

出版者名：実業之日本社  

お勧めの理由 → 双子の兄弟が、誕生日に入れ替わる物語。お互いのことを知っているがゆえの

様々な局面を解決していくのが面白い。 

 

④ 原 翔平先生のお勧めは…  

「語根中心英単語辞典」 

著者名：瀬谷 廣一 

出版者名：大修館書店 

お勧めの理由 → 英単語を語源と共に学びたい人にオススメです。一般的な市販の語源参考書よ

りも収録語数が多く、英単語学習の強い味方となります。 

 

 

⑤ 原口 隼人先生のお勧めは… 

「ミトコンドリアが進化を決めた」 

著者名：ニック・レーン 

出版者名：みすず書房 

 

お勧めの理由→ ミトコンドリアは呼吸をするだけではない、知られざるパワーが秘められた細胞

小器官であることを実感できる読み応え抜群の本です。 

 

 

 

 

 

 

Life Compass 



 

⑥ 花輪 隆先生のお勧めは…  

「坊ちゃん」 

著者名：夏目 漱石 

出版者名：岩波文庫 他 

お勧めの理由 → 青春文学の決定版です。百年たっても全然色あせません。本当に良くできた小

説です。 

 

 

⑦ 田村 優介先生のお勧めは…  

「夢をかなえるゾウ」 

著者名：水野 敬也 

出版者名：飛鳥新社 

お勧めの理由 → ゾウの姿をして関西弁を話す神ガネーシャが、今の自分を変えたい主人公に課

題を与え、人生の秘訣を教えます。自分を見つめなおすことができます。 

 

⑧ 髙橋 慎吾先生のお勧めは… 

「わかりあえないことからーコミュニケーション能力とは何か」 

著者名：平田 オリザ 

出版者名：講談社現代新書 

お勧めの理由 → わかりあう、察しあう社会が中途半端に崩れていきつつある今、改めて「コミ

ュニケーション能力」とは何なのか考えさせてくれる一冊です。 

 

第３回 別高生の『未来会議』 開催！ 

 

１１月２５日（月曜日）の放課後に、第３回別高生の『未来会議』が行われました。「別海町議会議員との

意見交流会」というテーマで、１８名の生徒が参加しました。各班員が議員の方々との交流を通して、別海高校を

より発展させるための前向きな話し合いが行われました。 

 

○参加した生徒の感想 

→ 私たちの意見を聞いて、それについて１つ１つ議員の方が掘り下げてくれたことで、その課題について今別海町で

はどのように向き合ってくれているのかという現状を直接聞けた良い機会でした。今後の別海町をどうしたいかというア

ンケートをとって、役場に提出するだけでは、本当に私たちの意見が届いているか分からないし、届いたとしてもその要

望の中で疑問が生じたときに本人に聞くことができない。しかし、今回の交流会では直接やりとりをすることで議員の

方々の中で生まれた疑問点やさらに意見を聞きたい点について話し合うことができた。また、議員の方々の考え方で

はこうなのに、高校生に聞いてみたら違ったという点など新たな意見というのもたくさん交流できたので、またこういう機

会を作ってほしい。 

 

→ 大人の方と別海町や別海高校について深く話し合える貴重な時間でした。自分が普段から感じていることや困

っていることを自分たちの世代では直すことができないかもしれないけど、のちの別海町に大きく影響すると思うので、こ

のような意見交流の場をたくさん設けるべきだと思いました。また、酪農経営科として別海の農業の未来について前

向きに考えてもらえるように話し合いができたので自分が参加した意味が分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


